


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































印刷所／印刷者 出版地 活動した年代 点数
1 フランツイスク・スコリーナ プラハ 1517－1519 1（23）
2 〃 ヴィルナ 1522－1525頃 2（22）
3 カヴェチンスキイ印刷所 ニェースヴィシ 1562 2


































〃 ブイニチ 1635 1
18 〃 モギリョーフ 1636－1638年以降 6





21 ヴォシチャンカ印刷所 〃 1695－1707頃 6




印刷所／印刷者 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
出版地 n B H T 3 3 B B B B E B／E
一 1560 1（23） （22）
1561－1570 2 1 1 1




1611－1620 5 8 11 1
1621－1630 1 15 1
1631－1640 2 2 3






印刷所／印刷者 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 地名略号








1631－1640 4 2 1 6 4 E＝エヴィエ
MH＝ミ ンス








1691－1700 1 8 5 3
一 122一
ロシアにおける書籍印刷（第3回）
　第8節　キリル文字による書籍印刷のまとめ
　最後にリトワおよびベラルーシにおけるキリル文字による出版物につい
てのまとめをふた通りの表にして示しておきたい。
　第1は、印刷所ないしは印刷者別に刊行点数と活動期間をまとめたもの
〈表2＞。スコリーナに関してはプラハ時代も表に含めてある。また1700
年までに活動を開始し、18世紀にも存続した印刷所については1800年まで
の刊行点数を含めた。
　第2は、〈表2＞の1700年までの期間を10年毎に区切り、刊行点数をロ
シアと比較出来るようにしたもの〈表3＞。ただし、推定の刊年に巾があ
るものは『ベラルーシ総目金剥の整理法に従い推定される最後年とした。
226．
227．
228．
229．
230．
231．
232．
233．
注
223．『ポーランド史（全2巻）』第1巻、p．181
224・　BuaAHMHpoB，　JI．　M．，　Bcθ06iqafi　licTopHfl　KHHrH；APeBHH且MMp，　cpeAHe－
　　BeKoBbe，　Bo3po7KAeHMe，　XVII　BeK．　M．，1988．〔請求記号　F－020－9〕同書
　　はVladimirovas，　Levas．，　Knygos　istorija；senoVe，　viduramZiai，　Renesansas，　XVI－
　　XVII　am2ius．　Vilnius，1979．からのロシア語訳。ただしロシア語訳の出版に際
　　しては、1979年以降の文献も引用または参考にされている。
225．　Lietuvi§koji　tarybin6　enciklopedija．　T．1－12　＆suppl．　Vilnius，1976・1985．
　　（以下、『リトワ百科』と略す）〔請求記号　ZE－988〕
　　　ATgac　CCCP．2・e　H3双．　M．，　t969．
　　　ATnac　M叩a．　M．，1984．
『スコリーナ．文書と資料集』p．15
『書物史』p．279
同上。P．229
『400年史』P．111
同上。P．117
『書籍：研究と資料』第1集、1959年／3epHoBa，　A．C．，　Tnnorpafpnfi
　　MaMoHHgeli　B　BHnbHe（XVII　BeK）．　p．170（以下、『マモーニチ印刷所論』と
　　略す）
234．　『書物史』p．257では6yproMMcTp（市長）だが、『400年史』p．104では
　　6yPMHCTP（領地管理人）とある。本稿ではリトワの事情により通じている
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　　　　『書物史』に基づき「市長」とした。
235．　『書物史』p．257
236・　3θpHoBa，　A・C，　nθpBoneqaTHMK　neTp　THMoΦeeB　McTncnaBeロ．　P．77－
　　　11L
237．　Oxford　Slavonic　Papers．　VoL　2，1951／Barnicot，　J．D．A．＆工S．G．　Simmons．，
　　　Some　unrecorded　early　printed　slavonic　books　in　English　libraries．　p．107－
　　　108〔請求記号　SZ－247－2〕
238．　『ベラルーシ総目録』p，60（No．10）
239．　『ムスチスラーヴェツ論』p．80
240．同上。p．81
241．同上。P．110
242．同上。p．90
243．CHApoB，　A．A．，丑peBHθpyccKafi　KHmKHaH　ppaBK｝pa．　M．，195t．　p、119〔請
　　　求記号　ZA－690〕
244．　『ムスチスラーヴェツ論』p．84
245．同上。p．101
246．同上。p．102－103
247．KHHTa　o　nocTHmecTBe．　OcTpoF，1594．『カラターエフの記述目録』p．
　　　258　（No．132）
248．　『ムスチスラーヴェツ論』p．103－106
249．『マモーニチ印刷所論』p．174
250．同上。p．174
251．同上。P．175
252．同上。p．175
253．同上。P．176
254．同上。P．174
255．　『ベラルーシ総目録」p．574
256．『マモーニチ印刷所論jp，178
257．　『書物史』p．262
258．『マモーニチ印刷所論』p．208
259．　『書物史』p．262
260．『マモーニチ印刷所論』p．204
261．同上。P．211
262．HMKoH　oT　qepHort　ropH．　HaHAeKT61：『ベラルーシ総目録』p，68（No，26）
263．Bu6naH．《BMneHcKne　nHcTEI》「ベラルーシ総目録l　p，71（No．35）
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264．MaKcuM　FpeK．　O　KpecTHoM　3HaMeHvaH：同上。　p．71（No．36）
265．『カラターエフの記述目録lp．229（No，112）
266．HoaHH　CnaHFeH6epr．八ManeKTHKa：同上。　p．65（No．20）
267．　『400年史』p．104
268．　『書物史』p，264
269．　『ベラルーシ総目録』p，73（No．40）
270．TpH6yHan　BenaKoro　RHfi7KecTBa　nvaToBcKoro：『ベラルーシ総目録』p．64
　　　　（No．19）
271．CTaTyT　BexMKoro　KHfi7KecTBa　nnToBcKoro：同上。　p．65（No．21）
272．　FpaMoTa　CvarH3MyHAa　III　KoHcTaHTmHonoilbcKoMy　naTpvaapxy　MepeMgva：
　　　同上。p．66（No．　22）
273．
274．
275．
276．
277．
278．
279．
280．
　　　p．288
　　　仮の標題。
　　　時のAHTuppu3MCを採用している。
281．『キリスト教百科』第1巻。p．641
282．AnoKpllcvac　an600TnoBegb，　He　paHHee　1598　FoAa：『カラターエフの記
　　　述目録lp．　277（No．151）
283．OTnHc．　t598：同上。　p．282（No。155）
284．『マモーニチ印刷所論』p．211
285．同上。P，214
286．ロシアでは書籍印刷を開始した当初から17世紀後半に至るまで輸入した用紙
　　　を使用していた。なお、ロシアの製紙については第6章でウクライナと比較し
　　　てふれる予定である。
287．『マモーニチ印刷所論』p，217
　　『マモー一チ印刷所論jp．188
　　『ポーランド史（全2巻）』第1巻、p．176
　　『マモーニチ印刷所論』p．189
　　『マモーニチ印刷所論』p。191および『400年史』p，105
　（HnaT嘘noTeit）．　YHHfi　rpeKoB　c　KocTenoM　puMcKHM：『ベラルーシ総目
録』　p．71　（No．34）
　（leTp　CKapra）．0皿caHbe　M　o60poHa　6pecTcKoro　co60pa：同上。　p．77
（No．49）
　（】匝naT耳重noTe蕗）．　CnpaBennHBoθonvaeaHbe　6PθcTcKoro　co60pa　i596　r・：
同上。p．78（No．50）
　Bo3pa》KeHHie　Ha　AnoKpMcncs　H　OTnvacs：『カラターエフの記述目θ剥
　　　　　（No．159）。これは標題紙と出版事項が欠けているため内容からつけた
　　　　　　　　なお、『ベラルーシ総目録』p．79（No．54）ではのちに出版された
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288．
289．
290．
291．
292．
293．
294．
295．
296．
297．
298．
『書物史』p．265
『マモーニチ印刷所論』p．215
『書物史』p．265
『ベラルーシ総目録』p．575
同上。p．575－576
『400年史』P．106
MonmTBH　noBcθAHeBH51θ：『ベラルーシ総目録』p．70（No．32）
『書物史』p．265
KHura　o　Bepe：『ベラルーシ総目録』p．　76（No．47）
HoBslfi　BaBeT　c　llcanTupbro：同上。　p．77（No．　48）
CTeΦaH　3皿3aH磁．　KMpMnna，　naTpmapxa　HepycanvaMcKoro，06　aHTH・
XPMCTe：同上。　p．73（No．41）
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
『ベラルーシ総目録』p，75
『書物史』p．266
同上。p．266
『400年史』P．108
『書物史』p．266
同上。p．266
同上。p．267
同上。p．267
同上。p，267
『400年史』P．108
『ベラルーシ総目録』p．　91（No．87）
『書物史』p．267
『リトワ百科』第12巻、p．266。リトワ名Vilniaus　Jdaaus　draugijos　akademija
　　　ir　universitetas：ラテン名Alma　academia　et　universitas　Vilnensis　societatis　Jesu．
　　　なお『書物史』では「アカデミー」ないしは「イエズス会アカデミー」と呼び、
　　　　rリトワ百科』の他の項目では「大学」と呼んでいるので本稿ではあえて統一
　　　せず、引用文献に従った。
312．『リトワ百科』第9巻、p．305
313．　皿mpfieB，　E．　E．，Beaapyoh：Pycb　Beiafi，　Pycb　gepHaH皿nHTBa　B　Kaprrax．
　　　MHHCK，1991
314。　『書物史』p．242－243　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
315．同上。p．268
316．同上。p，268
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㌶
㌶
籔
㍑
籔
㌶
裟
豊
念
翼
訊
驚
裟
㌶
裟
蹴
㌶
裟
『書物史」p，269
同上。p．268
同上。p．268
同上。p，269
『リトワ百科1第12巻、p．　266
「書物史』p．269
同上。p，270
同上。P．271
『400年史』P．114
『リトワ百科』第10巻、p．190
『400年史」P．114
『リトワ百科』第6巻、p，170
『書物史」p．270
同上。p．270
『リトワ百科』第10巻、p．34
『400年史』P．113－114
『書物史』p．270
同上。p．272
『400年史』P．115
r書物史』p．272
同上。p．273
同上。p，273
ロシアにおける書籍印刷（第3回）
　nocceBMHo，　A．，　McTopHgecKtae　cogvaHeHHH　o　Poccnu　XVIB．　M．，1983．
　The　New　EncyclopEedia　Britannica、15th　ed．　Vol，12，　p．318，
　「書物史』p．274
　同上。P．274
　同上。p，275
　同上。p．275
　『400年史』P，123
　『書物史』p．275
　同上。p．275
　『リトワ百科』第9巻、p．305
　「書物史』p．275
　当時の状況について『ポーランド史（全2巻）』第1巻は次のように述べて
いる：「クシィシュトフ・オパリンスキが率いていたヴェルコポルスカのマグ
　　　　　　　　　　　　　　ー127一
ナートたちの裏切行為によって、スウェーデン軍は1655年7月、事実上、なん
らの戦闘も交えずに国土の一部を占領した。その後の数ヶ月のうち、ボグスワ
フ・ラジヴィウ（ボグスラフ・ラドヴィラ）とヤヌシュ・ラジヴィウ（ラド
ヴィラ）に率いられていたリトアニアのマグナートたちは、ヴェルコポルスカ
のマグナートがやったのと同じように、リトアニアを侵略者に引き渡した。ワ
ルシャワは、一発の弾丸を発射することなく倒れてしまった。その後まもなく、
ステファン・チャルニェツキが守っていたクラクフも降伏を余儀なくされた。
マグナートの大多数とシュラフタの大部分は侵略者に屈服してしまった」
（P．247）
351．
352．
353．
354．
355．
356．
357．
358．
359．
360．
361．
『書物史』p．276
『ベラルーシ総目録」p．27
『ポーランド史（全2巻）』第1巻、p，186
rベラルーシ総目録』p．27
同上。P．28：060npaBAaHHm　rpemHoFo　genoBeKa　nepeg　60FoM．
同上。p．28
同上。P．28
『ベラルーシ総目録』p．57（No．6）
同上。P，29
『フヨードロフ伝』p．136
Menθ皿Ko，　B．H．，　MorHneB　B　XVI－cepeAMHe　XVIIB．（以下、『モギリョー
　　フ史』と略す）によれば、モギリョーフの人口の推移は1577年約6，500人、
　　1604年11，000人以上、1661年約15，000人。（p．20）
362．『書籍百科』p，490
363．『書籍：研究と資料』第10集、1965年／3θpHoBa，　A．C．，　BeilopyccKmfi
　　llegaTHHK　CnupMzoH　Co60Jlb．　P．128
364．JI　i’　MoHaps，　CHpegs　qBeTHuRs．1628：『ジョールノワの総目録l　p．395
　　（No．321）
365．
366．
367．
368．
369．
rソーボリ論』p．138
同上。p．139
同上。p．127
同上。p．142－143
『ベラルーシ総目録』では「ソーボリが字母を鋳造する材料およびその他の
　　印刷材料をブールッォフに運んだ」（p．31）と述べている。
370．TpmOponoruoH．1647：『ベラルーシ総目録』p．116（No．153）
371．MoaHH　3ilaToyoT．　Ha　OTge　Ha田BNKnaA．1636：『ベラルーシ総目録』P・
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　　　105　（No．　123）
372．AMnacKanMa　ailb60　HayKa．　t637：『カラターエフの記述目録l　p．454
　　　　（No．445）
373．丑llollTpa，　vanM　3epqaa．165t：「ベラルーシ総目録l　p．117（No．157）
374．naMBa　BepsiHAa，　neKomKoH　onaBeHopoocKHM．2・e　vaBA．1653：『ベラルー
　　　シ総目録」p．119（No．162）
375．『モギリョーフ史」p．228－256
376．「書籍書科』p．118
377．AKafpMcTlli随KaHoHH．1693：rベラルーシ総目録l　p．121（No．169）
．378．AKaΦ耶TH　BoecθnMligHlile．1698：同上。　p．128（No．183）
379・HoaHHHRmti　PanHToBcKPt．　Hθ60　HoBoe．1699：同上。　p．128（No．185）
380．K叩Hnil　TpaHKBMnnzoH　CTaBpoBellKHfi．　nθpno　MHoroqeHHoe．1699：同上。
　　　p．129　（No．186）
381・　《KasaHbe》Ha　cMepTb　AneKcaHApaΦeAopoBma　IIIenTuqKovo．（1622）：
　　　同上。p．　96（No、　98）
〈本文及び注に書名を掲げていない参考文献〉
ー
ワ
●
3
4
岩隈直著『増補・改訂　新約ギリシヤ語辞典』　山本書店、1982年
『岩波西洋人名事典増補閲岩波書店、1981年
HeM”poBeKmit，且Jl．，皿BaHΦenopoB　B　Benopyccu随．　M．，1979．
McaeBn9，月’几，　nPθθMHHKH　nePBoneqaTHHKa．　M．，1981．
〈第1回及び第2回への訂正〉
第1回
第2回
129頁
28頁
46頁
50頁
19行目
15行目
図6
5行目
　アントン・コールベルガー→コーベルガー
　『精神的な糧』→「心の糧』
1サージェン＝2，134m→2．134m
　　〈図4＞→〈図6＞
（いわた　ゆきお　校友・ナウカ株式会社）
ケ田の砲を白勺公済開、守祭し、
加辛訂邸i6f。tt．
　　　　　ebO　1ク年3　）1　29日　彦田2与廃隻
一 129一
